









ERK および p38 MAP キナーゼによって活性化される Mnk プロテインキナーゼは，翻訳開
始因子 eIF4E のリン酸化などを介してがん細胞の高い増殖能の維持に寄与すると考えられ
ている。がん細胞の増殖における Mnk1 の役割を解析するために，Mnk1 に対する
miR30-mimetic shRNAを作成して培養細胞に導入し，Mnk1の発現を効率良く抑制する系を
作成した。また， Mnk1/2- DKO マウスから樹立した MEF 細胞に Mnk1 を用いて解析した結


























































ﾋﾄ Mnk1に対する 2種類の miR30-mimetic 
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た 。 ヒ ト Mnk1 に 対 す る ２ 種 類 の
miR30-mimetic shRNA (Mnk1-5 お よ び




るいは Mnk1-7 の単独でも内在生 Mnk1の発
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